
平成31年1月23 日（水）、2月19日（火）、2月20日（水）

筑波銀行のホームページからお申込みください。（https://www.tsukubabank.co.jp/corporate/info/seminar/index.html）
また、筑波銀行の窓口からもお申込みいただけます。各店舗に受講申込書がございますので、最寄りの
筑波銀行の窓口または担当者へお申込みください。

。ただし、2月19日、20日は、原則、合宿形式になります。（宿泊料は、運営者負担）

平成31年1月16日（水）

筑波総研株式会社 　次世代経営塾 事務局  TEL   029-829-7560　（代表）

募集要項

招聘講師

開   催   日

お問合せ

若手経営者・後継者及び今後企業の中核を担う方

筑波ふれあい俱楽部

      筑波銀行グループ　株式会社 筑波銀行/筑波総研 株式会社 

筑波銀行 つくば本部ビル
10階 大会議室

(茨城県つくば市竹園1丁目7番)
講義日程
全3回完結

第1回 平成31年 1月23日 (水)
第2回 平成31年 2月19日 (火)
第3回 平成31年 2月20日 (水)

第1回 平成31年 1月23日 (水)
第2回 平成31年 2月19日 (火)
第3回 平成31年 2月20日 (水)

The Sixth
Next Generation

Management School

中小企業診断士
産業カウンセラー 中小企業診断士

入
塾
の
ご
案
内

三菱銀行(現三菱東京UFJ銀行)、ライフエ
ンジニアリング㈱、婦人服アパレル業を経
て、1996年5月独立。1998年、有限会社テオ
リア設立登記・代表取締役。2015年、合同
会社みんプロ設立登記・代表社員。

　目まぐるしく変化する経営環境の中で、企業を持続的に存続・発展させていくため、次の
世代を担う経営者の方には、総合的な経営力が必要となります。
　当塾では、“経営者に必要な”「組織戦略」「財務戦略」「経営戦略」「人材育成・コミュ
ニケーション」について学ぶ機会をご提供いたします。
　講義では、グループディスカッションを通して、経営者の力量、モチベーションの向上等に
加え、ネットワークづくり等、総合的に塾生の皆さまの経営活動をご支援させていただきます。

協和銀行(現りそな銀行）入社後、神田、札
幌、横浜支店にて法人融資を担当。
人事部調査役、赤坂支店融資課長、融
資第三部審査役などを経て、平成18年か
ら、りそな総合研究所に籍を置く。

 三浦 嘉英 氏　  八木  田鶴子 氏　

りそな総合研究所㈱
コンサルティング部
主席コンサルタント

(社)東京都
中小企業診断士協会
理事/中央支部長

代表取締役

株式会社西武百貨店販売促進部を経て人
材育成会社に転職。2002年に独立し、株式
会社ライブリーを設立。接遇アドバイザーと
して年間で企業のサービスの向上や人材
育成などに関わる。

山下 郁子 氏

㈱ライブリー

 第6期 
次世代経営塾 

「次世代経営塾」は、
若手経営者や次期経営者、
経営幹部、新規起業をお考え
の方に「学び」と「交流」の場を
ご提供いたします。

挿絵：久田琳佳子（筑波大学芸術専門学群3年）
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道を歩くとき、目にするもの、耳に入るもの、鼻に
つくもの、肌に感じるもの、そうしたまちの空気を通
して、暮らしの息吹を感じることができる。
道にはいくつもの様相がある。交通量の多い道もあ

れば、人と出会わない道もある。幅の広い道もあれば、
路地のように狭い道もある。にぎやかな商店街の道もあ
れば、閑静な住宅街の道もある。青空が開く道もあれば、
夜は裸電球の灯りだけで照らされる道もある。
その中で、スーと入り込みたくなる道がある。路地
のように家や店の裏が背中合わせしているような細道
は、一目見ただけで興味をそそられる。ただ、私有地
の場合もあるので、猫のように容易に入り込めない。
一方、歩行者がすれ違える程度の細道は、安心して
進んでいける。沿道の家の玄関がその道に向いていれ
ば、なお一層、足を踏み入れる気持ちになる。
その先に何があるのかな？
もしかしたら、新しい発見があるかもしれない。これ
まで見たこともないような出会いがあるかもしれない。
特に「曲がる細道」に出会ったときは、なおさら

その先に待ち構えている風景は何か、と興味津々になる。
まちの中で、そうした道に出くわすことはそんなに
多くはない。なぜなら大概の道は整備され、ある程度
先まで見通せることが多いからだ。
そういう意味でも「曲がる細道」は珍しく、またそ
の履歴にも興味がわく。

そんなとき、私は昔の地図を本棚から探し出し、「曲
がる細道」のかつての様子を確認する。多くは、そこ
に水路や小川が流れていたことがわかる。埋め立てら
れたか、暗

あんきょ

渠化されたかして、細道になったのだ。
現在の「曲がる細道」沿いにある住宅や店は、かつ

ては反対側の道路に面し、裏庭が水路につながってい
たようである。細道として整備されると、そこに向け
て玄関が設けられた。
こうした細道は大事にされる。両隣はもとより、道
を隔てて向き合う住宅同士でも、この細道を共有する
意識が働くようだ。
「お互いさま」の感覚で、落ち葉に気づいた家人が
周囲を掃き清める。そしてそこを歩く人々を清々しい
気持ちにさせてくれる。
また細道は路地園芸の格好の場にもなる。手入れの
行き届いた鉢植えや工夫されたガーデニングが通行人
を出迎えてくれる。
すれ違うと挨拶し、顔見知りに会うと会話がはずむ。
道端で遊ぶ子どもたちの笑い声が響く。まな板の音が
聞こえ、夕食の匂いが鼻に入る。
細道という清浄な空気に包まれた心地よい空間は、

まちが生きていることを肌で感じさせてくれる。

野中　勝利
筑波大学芸術系教授・芸術専門学群長

身近なまちの風景物語（5）
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